
全国学力・学習状況調査から見る 清水小学校の子供たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 12月号 （第８号）         清水町立清水小学校学校だより        令和６年12月11日 

 

 

 

 

 

清水小宣言 「さわやかなあいさつをかわします」「進んで人のために働きます」「友だちを大切にします」 
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学力・学習状況調査の目的は･･･ 

・学校教育で身に着ける学力の定着を検証し、子供が主体的に学び、学力を身に着ける授業づ

くりの資料とします。                【学校指導要領の定着を検証する】 

・地域や家庭での子供の様子や学力との関連性を分析し、三者が協力して子供の教育に当たる

体制作りの資料とします。              【地域・学校・家庭の連携を図る】 

Q：清水小学校の子供たちの課題は… 

A：「課題の解決に向けて、自分で考え、自らとりくんでいますか」という質問に対して、

「そう思う」と答えた子供の割合が低くなっていることがわかりました。清水小学校で

は、今年度「動き出す子」を重点目標として教育活動に取り組んでいます。学習・生活

等様々な活動の中で、子供たちが自ら動き出し、「活動の主人公は自分！」という思い

をもつことができるよう、支援していきます。 

動画やゲームを長時間視聴していることもわかりまし
た。タブレット等の長時間の視聴や操作は、生活リズムを
崩す一因となりがちです。各家庭で、タブレット等の使い
方の約束について、折にふれて確認してください。 

Q：清水小の子供たちのよさってなんだろう… 

A：「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」という質問に対して、９割以上の児童が

「そう思う」と答えていました。前期学校評価アンケートでも、「進んで人のためには

たらきます」や「ペア活動が楽しみです」といった質問に対して前向きに答える児童

が多く、清水小学校の子供たちは、周りの友達や周りの人を大切にしたいという気持

ちが大きいことがわかりました。家庭や地域でも子供たちの関わりを温かく支えてい

ただいている証拠だと感じます。学校でも毎日の生活の中で、子供たちの優しさあふ

れるあらわれを「ナイスシーン」として伝える活動を継続していきます。 

周りの友達を大切にするだけでなく、まず
は、子供たちが自分自身を大切にすることがで
きるよう、認め・励ましていくことも忘れない
ようにしたいです。 

清水小だより 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国を基準としたときの清水小の子供の学習指導要領の内容別学力の定着 

数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用 

★ ☆ ― ☆ ★ 

 ○ 全国とほぼ同じ水準 ☆☆全国を大きく上回っている ☆全国をやや上回っている 

 ― 該当設問なし    ★★全国を大きく下回っている ★全国をやや下回っている 

 

 

 ★３５０×２＝７００であることを基に、３５０×１６の積の求め方と答えを書く。 

  ・問題中に３５０×１６の式と、かけられる数３５０を２倍、かける数１６を１／２倍した 

数の変化の表や、その表を説明する文章があった。 

・７００×８＝５６００と簡単な数字に変形して答えを求める。 

 

 

公式などを使う問題演習だけに留まらず、実際に操作したり数えたりする『数学的活動』を 

低学年のうちから大切にしていきます。このような“実感を伴う学び”を積み重ねることが、 

 工夫して計算し、効率よく解決する力となると考えています。 

教科編～国語～ 

これからの課題（定着が十分ではない） 
 
【言葉の特徴や使い方に関する事項】 

物語の一文の中の「かがやいています」の主語として適切なものを選択する。 

→正解「巣は」   最も多かった誤答例「まぶしく」 

課題を改善する手立てなど 
 
特に「読むこと」に関する問題で正答率が高く、物語を読んで登場人物の心情を理解した

り、読んだ感想をまとめたりする力が高いことが分かりました。また、学習状況の調査から

は、清水小の子供達の家には多くの本があることが分かりました。日頃から読書に親しんで

いることが読解力の高さにつながっているのではないかと考えられるため、今後も「くすの

きタイム」の読書の時間や読書月間、うちどく、ペア読書などの取り組みを通して、楽しん

で読書できる時間を確保していきます。 

一方で、「言葉の特徴や使い方に関する事項」に課題がありました。文を書くときに主語や

述語に気を付けたり、自分が書いた文章を文法的に正しいかどうかに気を付けて読み返した

りすることを習慣化していくことで、正しく表記する力を伸ばしていきたいと思います。 

全国を基準としたときの清水小の子供の学習指導要領の内容別学力の定着 

言葉の特徴や使い方

に関する事項 

情報の扱い方に

関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

★ ★ ○ ★ ☆ ☆ 

 ○ 全国とほぼ同じ水準 ☆☆全国を大きく上回っている ☆全国をやや上回っている 

 ― 該当設問なし    ★★全国を大きく下回っている ★全国をやや下回っている 

教科編～算数～ 

これからの課題（定着が十分でない） 
 

課題を改善する手立てなど 
 


